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（８月５日　令和７年河津町子ども議会）
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▲副町長、教育長と一緒に一般質問の内容をまとめる▲正木誠司議員から議会の説明を受ける

▲リハーサルで一般質問の練習

　

８
月
５
日
、
町
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
河
津
町

に
対
し
て
抱
く
意
見
や
質
問

を
聞
き
、
今
後
の
町
づ
く
り

に
活
か
す
た
め
、「
令
和
７

年
河
津
町
子
ど
も
議
会
」
が

議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

河
津
中
学
校
の
生
徒
４

人
、
河
津
小
学
校
の
児
童
６

人
の
計
10
人
が
子
ど
も
議
員

と
し
て
一
般
質
問
を
行
い
、

町
へ
自
分
た
ち
の
想
い
を
届

け
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
校
か
ら
応
募
と

推
薦
に
よ
り
10
人
の
子
ど
も
議
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
岸
重
宏
町
長
が
「
町

民
の
考
え
や
意
見
を
聞
い
て
行
政

運
営
に
活
か
す
こ
と
は
町
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
な
児
童

生
徒
も
町
民
の
一
員
で
あ
り
、
本

日
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
一
緒

に
考
え
る
機
会
と
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
子

ど
も
議
員
の
紹
介
の
後
、
子
ど
も

議
員
任
命
書
の
交
付
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
議
員
を
代
表
し
て
土

屋
実
緒
さ
ん
が
堂
々
と
任
命
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
議
長
に
長
谷

川
晴
士
さ
ん
、
副
議
長
に
大
塩
大

夢
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
員
一
人

ず
つ
一
般
質
問
を
円
滑
に
進
め
ま

し
た
。

　

子
ど
も
議
員
は
普
段
思
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

を
落
ち
着
い
た
口
調
で
堂
々
と
町

長
へ
伝
え
ま
し
た
。
一
般
質
問
に

は
、
町
長
、
教
育
長
が
町
の
状
況

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、

真
摯
に
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
人
の
子
ど
も
議
員
の
、
お
も

な
一
般
質
問
と
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

子
ど
も
議
会

特
集　

令
和
７
年

想
い
を
伝
え
る
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▲子ども議員の活躍を見守る傍聴席
▲議長を務めた長谷川議員

▲任命書を受け取る土屋議員

令和７年河津町子ども議会

３番　山﨑 未
み

涼
すず

 議員（河津小５年）　

２番　土屋 実
み

緒
お

 議員（河津小５年）

学校の防災対策

地球温暖化対策 河津桜まつりについて

１番　長谷川 晴
はる

士
と

 議員（河津小５年）

旧西小学校体育館の使用

４番　大塩 大
ひろ

夢
む

 議員（河津小５年）

地球温暖化に関す

るニュースが最近

多い気がします。地球温

暖化が進む原因が二酸化

炭素と分かりました。植

林を日本で行っている活

動を見ました。河津町で

も木を植えることはでき

ると思います。

（町長）地球温暖化対策について、リサイクル
やリユースを推進する取り組みをしています。

資源ごみリサイクルステーション施設の設置や、小学
校統合により不要になった備品をリユースするために

「メルカリショップ」を活用しています。また、植林
活動についてですが、町では町有林の間伐などを進め
て森林の保護育成に努めています。

問

答

桜まつりでよくゴ

ミを踏み、気分が

悪くなります。ごみ袋を

全部のお店に置けばごみ

のポイ捨てが減り、道が

きれいになると思いま

す。また、桜の咲く寸前

まで様子を見て出店すれ

ばいいと思います。

（町長）現状で考えられるのは、基本的にごみ
は持ち帰ってもらうことと、買ったお店ででき

るだけ回収してもらうことがいいと思います。お店を
開ける時期については、それぞれのお店の考え方があ
るかと思いますので、各お店も出店ルールを守って、
桜を見に来る人が楽しんでもらえるように協力をして
いただければと思います。

非常用持ち出し袋

は小学校３階の少

人数教室にあります。地

震が起きた時に備えて、

屋上に倉庫を作り、非常

用持ち出し袋以外にも乾

パンなどもまとめて置い

たらいいと思います。

（町長）学校の防災備品の設置場所については
非常時の使いやすさなど必要があれば学校とも

話し合い、どのような場所がベストなのか検討したい
と思います。

（教育長）学校では、地域とのつながりや、皆さんの
安全確保ができるよう「学校安全計画」や「学校防災
計画」、「危機対応マニュアル」などを作成し、さまざ
まな災害対策に取り組んでいます。

問

答

旧西小学校は統合

して使われなくな

りました。

　西小の体育館を使える

ようにしたら良いのでは

と思います。体育館を使

えるようにしたら雨の日

も遊べます。

（町長）日常的に使いたいことはわかりますが、
管理の問題もあり、避難施設として考えており

ます。議員がお尋ねのように、旧西小体育館が使えれ
ば便利かと思いますが、鍵の貸し借りや日常の管理な
どをしなければならないことを考えると、当面は避難
施設として活用したいと思います。町の持っている施
設を有効に使って元気のある町にすることは大事です
ので、引き続き皆さんと検討していきたいと思います。

答

問

答

問
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６番　宮本 彩
あや

 議員（河津小５年）

横断歩道を増やして 学校の周りの横断

歩道が少なくて

困っています。学校で

「横断歩道を渡りなさい」

と言われましたが、遠回

りをしないといけないの

で、増やしてくださると

うれしいです。

（町長）横断歩道の設置は静岡県公安委員会が
決定します。それぞれの交差点や横断歩道で大

きな渋滞を起こしているなど、人の安全を考えること
と、車のスムーズな通行を確保するための 2 つの考え
から設置の判断がされるものと思います。町も必要が
あれば警察などへの要望や、公安委員会の現地での状
況立ち合いにも協力します。

問

答

５番　山田 梓
あず

紗
さ

 議員（河津小５年）

農協の前の横断歩

道に穴が空いてい

るところがあります。傘

がはまったり、つまずい

て転ぶ人がいるかもしれ

ません。小さな穴が崩れ

てトラックが巻き込まれ

たニュースを見て心配に

なりました。

（町長）指摘のあった横断歩道の穴は、雨が降っ
て水たまりができないようにするために、水を

抜くための穴だということが分かりましたので、ご心配
はいりません。道路に穴が空いているときには、一番身
近である町役場に連絡してもらうのがいいかと思いま
す。地域の安全を守るうえでも非常に大切なことなので、
勇気を出して連絡をしてもらえればと思います。

問

答

８番　江口 結
ゆう

菜
な

 議員（河津中１年）

公園が少ないこと 今町内にある公園

は家から遠く、遊

具も少ないです。わたし

は、公園を増やし、みんな

が遊べる、走れるスペー

スや遊具を可能な限り置

いて、古い遊具は点検し

て少しでも利用者が遊べ

たらいいと思います。

（町長）各年代の子ども達が楽しめる場所としてそ
れぞれの目的に合った公園があればよいと思いま

す。町には小学生以上の遊べる公園などがありませんので、
場所やお金などいろいろ考えると難しい点があるかと思い
ます。しかし、子ども子育て支援事業計画を作成する際に
行ったアンケートでの希望も多いことから、今ある公園な
どへの遊具の設置もできるかどうか考えたいです。

問

答

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－

道路に穴が空いているとき

７番　宮崎　芽
め

生
い

 議員（河津中１年）　

わたしは家より静

かで集中できる、

自習スペースを利用した

いのですが、満席で使え

ない時があります。子ど

もが一人でも行けて、多

くの利用者が使える自習

スペースが欲しいです。

（教育長）安心安全な場所にするために、管理人が必要と
なるため図書館以外に日常的に場所を設けることは現状

ではなかなか難しいです。一方で、長期休業中、小学校では一定
期間、図書室を開放しているそうです。中学校も自習室として会
議室の開放などを検討をお願いしたいです。文化の家では教育委
員会の職員に確認してもらったうえで生涯学習室が空いている際
には自習スペースとして利用できるようにしたいと思います。

問

答

自習スペースが欲しい

議長をやってみて、

すごくいい体験だった

と思います。

議会に参加して新しい
ことが分かりました。
また来年も質問したい！

副議長、
うまくできて
良かったです。

質問をして危ない穴

ではないと分かり安

心しました。

　
ヒ
ト
コ
ト

議
会
を
終
え
て

長谷川　晴士土屋　実緒山﨑　未涼大塩　大夢山田　梓紗

自分の聞きたいことが

聞けて良かったです。
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令和７年河津町子ども議会

９番　簾
みす

田
だ

 桜
おう

成
せい

 議員（河津中２年）

河津中学校ではい

つも暑いなか部活

動で体育館を使用して練

習しています。冬になる

ととても寒く、エアコン

をつけて欲しいです。災

害時の避難場所にもなる

と思います。

（教育長）教育委員会としても重要な問題であ
ると認識しています。県内の市町合同で東京都

台東区へ体育館にエアコンを設置した中学校を視察し
ました。エアコンを設置すれば、体育館利用時の快適
性が向上します。設置工事費や、電気代などのランニ
ングコストが高額となることが懸念されます。今後町
の小中一貫校を含む学校施設の計画を考えた際に、小
学校の移転、中学校体育館の改築が予想されますので、
慎重に検討していきたいと思います。

問

答

10番　長谷川 伊
い

織
おり

 議員（河津中２年）

河津町の財政 河津町の財政力指

数を調べたら、他

の市町は 1.0 を超えて

いるところもあるのに、

0.44 でした。河津町は

お金があるのか心配にな

りました。どのような対

応をしていますか。

（町長）河津町では、住民が困らないために、
計画的に財政計画を立てて事業を考えたり、節

減や省力化に努めたりして毎年予算の準備や予算を決
めて町の運営が適正にできるように努めています。
　また、毎年地方公共団体の財政健全化に関する財政
状況の調査がありますが、河津町の財政状況は問題な
く推移していますので、特に心配することはないと思
います。

問

答

河津町議会

渡邉　弘
ひろし

 議長

町の事を思っている様子が伝わりまし
た。また、これからの河津町のためにど
のように町の行政が運営されたら良いの
か、町長も真剣に考え、答えておりました。
　今日、一般質問の演壇に立ってくれた
子どもたちが、将来河津町の行政運営に
対して、積極的に参加していただけるよ
うな大人になってもらえたらと思いま
す。

子ども議員へのメッセージ　

回目の子ども議会開催にあたり、
10人の素晴らしい子ども議員の

皆さんが集まり、町に対する一般質問を
していただきました。
　その中では皆さんの生活に身近な問題
や、今後の河津町の行政に資する問題、
そのような質問がされていました。議員
の皆さんにおかれましては、一般質問に
あたり、本当にしっかりと勉強し、河津

７

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－

体育館のエアコン設置

練習の成果を発揮することができました。

質問に回答をくれて

良かったです。

楽しかったです。
なかなかできない
貴重な体験でした。

準備が大変でしたが、楽しかったです。
難しい質問に答えてく

れてよかったです。

宮本　彩宮崎　芽生江口　結菜簾田　桜成長谷川　伊織
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18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
医
療
機

関
を
受
診
し
た
と
き
の
医
療
の
自

己
負
担
分
（
入
院
時
の
食
事
標
準

負
担
額
も
含
む
）
を
町
が
助
成
し

ま
す
。

●
対
象

　

河
津
町
に
住
所
が
あ
り
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
高
校
生
相

当
ま
で
の
子
ど
も
（
18
歳
到
達
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）。

※
次
の
場
合
は
助
成
対
象
外

▽
対
象
者
が
婚
姻
し
て
い
る

▽
対
象
者
が
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
な
り
自
ら
医
療
費
を
負
担

し
て
い
る

▽
生
活
保
護
世
帯
な
ど

●
利
用
方
法

　

マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
健
康
保

険
証
と
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

を
合
わ
せ
て
、
医
療
機
関
や
薬
局

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
毎
回
提
出
が
必
要
）。

●
更
新
手
続
き

　

更
新
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
新
し
い
受
給
者
証
は
９
月

中
に
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
の

過
ぎ
た
受
給
者
証
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

●
変
更
事
項
の
届
出　

　

転
居
や
加
入
健
康
保
険
の
変
更
、

対
象
者
の
婚
姻
な
ど
、
申
請
内
容

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
健
康
増
進
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

●
償
還
払
い

　

県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た

場
合
は
、
後
日
償
還
払
い
の
申
請

を
す
る
こ
と
で
医
療
費
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
申
請
期
間
は
受
診

か
ら
１
年
間
で
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
、
医
療

機
関
な
ど
を
受
診
し
た
と
き
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
（
入
院
時
の

食
事
標
準
負
担
額
を
除
く
）
を
助

成
し
ま
す
。

●
対
象

　

20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
（
父
）

と
児
童
、
お
よ
び
両
親
の
い
な
い

20
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
、
所
得

税
が
非
課
税
の
世
帯
。

　

20
歳
未
満
の
児
童
で
も
就
職
な

ど
で
自
立
し
た
場
合
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

●
更
新
手
続
き

　

毎
年
６
月
に
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

重
度
障
害
が
あ
る
人
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象

　

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
町

内
在
住
者
で
、
次
の
①
～
④
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

①
１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
（
内
部
障
害
３

級
は
該
当
障
害
の
み
可
）

②
知
的
障
害
の
程
度
が
重
度
（
療

育
手
帳
「
Ａ
」
な
ど
）
の
判
定

を
受
け
た
人

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

監
護
さ
れ
て
い
る
、
一
定
以
上

の
障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
人

④
１
級
の
精
神
保
健
手
帳
所
持
者

●
更
新
手
続
き

　

毎
年
９
月
に
更
新
申
請
が
必
要

で
す
。

　

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
・
通
院
に
要
し
た
交
通
費
）

や
不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

①
一
般
不
妊
治
療
・
生
殖
補
助
医

療
１
回
２
万
円
を
限
度
に
年
間

10
万
円
ま
で
（
先
進
医
療
を
受

け
る
た
め
県
に
先
に
申
請
が
必

要
）

②
不
育
症
治
療
年
度
ご
と
に
負
担

額
の
10
分
の
７
、
上
限
24
万
１

　

５
０
０
円
ま
で

　

若
年
が
ん
患
者
等
の
生
活
の
質

の
向
上
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

①
医
療
用
補
正
具
購
入
費
助
成

▽
ウ
ィ
ッ
グ
・
補
正
下
着
…
上
限

２
万
円

▽
人
工
乳
房
…
上
限
10
万
円

②
妊に

ん

孕よ
う

性せ
い

温
存
治
療
費
（
生
殖
機　

能
温
存
に
要
す
る
経
費
）

助
成
…
上
限
あ
り

③
在
宅
療
養
生
活
支
援
…
上
限
あ

り
●
対
象

　

18
歳
に
達
し
た
最
初
の
年
度
末

（
高
校
生
年
代
）
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人

●
多
子
加
算
の
申
立
て

　

18
歳
年
度
末
以
後
22
歳
年
度
末

こ
ど
も
医
療
費

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費

重
度
障
害
者
（
児
）

医
療
費

児
童
手
当

健康福祉情報
health ＆ welfare information

健康増進課　☎ 34−1937

メール ： hoken@town.kawazu.lg.jp 

福祉介護課　☎ 36−3232

メール：fukushi@town.kawazu.lg.jp

不
妊
治
療
費
・

不
育
症
治
療
費

若
年
が
ん
患
者
等

支
援
事
業
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ま
で
の
子
で
、
受
給
者
が
監
護
及

び
生
計
維
持
し
て
い
る
場
合
は
、

多
子
加
算
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
で
す
。

対
象
の
場
合
は
18
歳
に
達
し
た
最

初
の
年
度
末
な
ど
に
確
認
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
場
合

は
、
町
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
更
新
手
続
き

　

児
童
の
養
育
状
況
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
、
原
則
更
新
手
続
き
は
不

要
で
す
。
手
続
き
が
必
要
な
場
合

は
、
町
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
変
更
手
続
き

　

児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
受
給
者
が
加
入
す
る
年
金
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
変
更
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

●児童手当月額（年６回偶数月に支払）

児童の年齢 児童手当の額

３歳未満
第１・２子：一律15,000円
第３子以降：30,000円

３歳から高校生年代
第１・２子：一律10,000円
第３子以降：30,000円

　

18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
（
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す

る
児
童
の
場
合
は
20
歳
未
満
）
の

児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

限
度
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

●
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が

・
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明
の
児
童

・
重
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童

・
D
V
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

童
③
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

④
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童

●
更
新
手
続
き

　

毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

●
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

対
象
に
該
当
し
、
児
童
扶
養
手

当
よ
り
も
低
額
の
年
金
（
老
齢
基

礎
年
金
等
）
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
年
金
額
と
の
差
額
を
受
給
で

き
ま
す
。

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
対
象
外
で
す
（
通
所
は
除
く
）。

限
度
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

●
更
新
手
続
き

　

毎
年
８
月
に
所
得
状
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

●
対
象

　

重
度
の
身
体
・
知
的
ま
た
は
精

神
の
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人

●
手
当
月
額

　
（
令
和
７
年
４
月
１
日
～
）

　

１
万
６
１
０
０
円

●
支
給
要
件

　

次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と

①
障
害
者
本
人
、
そ
の
配
偶
者
及

び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定

額
未
満

②
障
害
者
が
施
設
に
入
所
し
て
い

な
い

③
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
て
い
な
い
（
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
除
く
）

【
認
定
の
目
安
】

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

２
級
の
一
部

▽
Ｉ
Ｑ
20
以
下
の
人
ま
た
は
重
複

障
害
者

●
対
象

　

著
し
く
重
度
の
身
体
・
知
的
ま

た
は
精
神
の
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳

以
上
の
在
宅
の
人

●
手
当
月
額

　
（
令
和
７
年
４
月
１
日
～
）

　

２
万
９
５
９
０
円

●
支
給
要
件

　

次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と

①
障
害
者
本
人
、
そ
の
配
偶
者
お

よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一

定
額
未
満

②
障
害
者
が
施
設
に
入
所
し
て
い

な
い

③
障
害
者
が
３
カ
月
以
上
の
入
院

を
し
て
い
な
い

【
認
定
の
目
安
】

▽
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度
の
障

害
が
重
複
し
て
い
る
人

▽
前
記
の
人
と
同
程
度
の
障
害
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

●児童扶養手当月額（年６回奇数月に支払）

児童が 1 人 児童が２人以上

全
部
支
給

46,690円
１人につき

11,030円ずつ加算

一
部
支
給

46,680円

～11,010円

１人につき

11,020円～5,520円ずつ加算

●特別児童扶養手当月額
（４月、８月、11月支払）

１級

（重度障害児）
56,800円

２級

（中度障害児）
37,830円

特
別
障
害
者
手
当

※「第３子以降」とは、監護し生計を同じくする子どもの
中で、年齢が上の子から数えて３人目以降の児童

（令和７年４月分から）

（令和７年４月分から）

特
別

児
童
扶
養
手
当
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ZOOM IN KAWAZU

まちの
出来事

　「ワクワクハテナ実験教室」がかわづっこ
ひろばで開催され、７月26日に小学校１年
生～３年生、８月９日には小学校４年生～６
年生を対象に実験教室が行われました。
　講師にサイエンスプロデューサーの進士真
氏を迎え、子どもたちは身の回りにあるもの
を使用した科学の不思議を感じながら、実験
を楽しみました。参加者は完成品を友達と比
べながらハテナがワクワクに変わっているよ
うでした。講師の話から、自分たちでアイデ
アを出して実験に取り組もうとする様子も見
られ、科学の世界を楽しみました。

かわづっこひろばワクワクハテナ実験教室

科学の世界にワクワク！

戦後80年  平和を考える
広島平和学習

　７月31日から８月１日にかけて河津中学校２年生
４人（坂下蒼

あお

仁
と

さん、鈴木寛
かん

太
た

さん、土門さちさん、
土屋芽

め

唯
い

さん）を広島市へ派遣する広島平和学習事業
を行いました。平和の意義について考えてもらうこと
を目的に、生徒らは原爆ドームや広島平和記念資料館
を見学し、被爆者の体験を聞きました。生徒は戦争の
悲惨さを目の前に改めて命の尊さや平和の大切さを学
びました。

原子爆弾の模型を見学する生徒町中みんなで総踊り
河津総踊り2025  みんなでみんなの盆踊り

　町民有志による「河津総踊り2025　みんなでみんな
の盆踊り」は８月３日、河津桜観光交流館駐車場で開
催されました。子どもからお年寄りまで幅広い世代の
住民が交流館駐車場に特設されたやぐらを囲み、「河
津総踊り」や「河津囃子」などの曲に合わせて踊りま
した。町外からの参加者も踊りの輪に入り、踊りを楽
しむなど多くの人が集まるにぎわいあふれる夜となり
ました。

やぐらを囲んで踊る参加者

不思議体験に興味津々自分たちでもやってみよう！

実験を行う進士さん
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人力で見高港内を引き回される麦わら舟

　見高浜区の伝統行事である旧盆の精霊送り「麦わら
舟流し」は８月16日に行われ、先祖や水難者の霊を
慰めました。朝から区民により１艘の精霊舟が作られ、
施餓鬼供養後には、港内を人力で３周引き回しました。
６年ぶりに行われた伝統行事に、港周辺では住民がそ
の様子を静かに見入り、送り火をたいて手を合わせま
した。

旧盆の伝統行事
麦わら舟渡し

がんばれ！竹内選手！
くふうハヤテベンチャーズしずおか観戦ツアー

　上峰区出身でプロ野球選手として活躍する竹内奎
けい

人
と

選手が所属するくふうハヤテベンチャーズ静岡の試合
観戦ツアーは８月17日に開催され、20人の町民が竹内
選手へエールを送りました。竹内選手がマウンド上に
現れると、河津町席からは歓声が湧き、それぞれが大
きな声援を送りました。地元出身選手の活躍を目の前
に町民が一丸となった一日となりました。

竹内選手のピッチングに声援を送る参加者

オープンキャンパス・調理実習

「食」を通じて交流
　

町
は
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結

す
る
服
部
栄
養
専
門
学
校
と
の
連

携
事
業
と
し
て
、
高
校
生
向
け

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
町
民
向

け
調
理
実
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
に
は
16
人
の
賀
茂
地

域
の
高
校
生
が
服
部
栄
養
専
門
学

校
（
東
京
都
渋
谷
区
）
を
訪
れ
、

最
新
の
調
理
設
備
の
見
学
や
、
実

習
を
行
い
体
験
入
学
を
し
ま
し

た
。
生
徒
は
普
段
見
慣
れ
な
い
設

備
を
実
際
に
使
っ
た
調
理
を
体
験

し
、
将
来
の
選
択
肢
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
熱
心
に
見
学

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
４
日
に
は
服
部
栄

養
専
門
学
校
の
講
師
陣
を
町
に
招

き
町
民
向
け
調
理
実
習
を
開
催
し

ま
し
た
。
野
菜
の
甘
さ
を
最
大
限

に
引
き
出
す
調
理
の
コ
ツ
を
説
明

す
る
な
ど
、
日
頃
の
料
理
で
気
を

付
け
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
プ
ロ
な
ら

で
は
の
調
理
方
法
に
、
参
加
者
は

講
師
陣
に
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
普
段
使
っ
て
い
る
食
材
の
新

し
い
食
べ
方
を
学
べ
た
」
と
プ
ロ

の
味
を
習
得
し
よ
う
と
実
習
を
楽

し
み
ま
し
た
。

Topics 服部栄養専門学校連携協定事業
●オープンキャンパス

●調理実習
本格的なピザづくりに挑戦

調理実習で直接指導を受ける参加者

まずはエプロンの付け方を学ぶ
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95MY
DREAM

　

私
の
将
来
の
夢
は
保
育
士
に
な

る
こ
と
で
す
。
職
業
体
験
や
保
育

実
習
で
、
実
際
に
保
育
園
や
幼
稚

園
に
行
っ
た
と
き
、
小
さ
い
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
見
る
と
私
ま
で
う
れ

し
く
な
り
、「
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
だ
な
」
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
何
か
し
て
あ

げ
た
時
に
、
自
分
が
誰
か
の
助
け

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
こ
と
が
で

き
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

子
ど
も
と
接
す
る
な
か
で
、
言

葉
の
使
い
方
や
声
の
大
き
さ
、
表

情
、
目
線
、
動
き
方
な
ど
、
さ
さ

い
な
こ
と
に
も
気
を
配
る
必
要
が

あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

毎
日
自
然
に
で
き
て
い
る
保
育
園

や
幼
稚
園
の
先
生
た
ち
の
姿
を
見

て
、「
本
当
に
す
ご
い
な
」
と
尊

敬
す
る
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
私
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
存
在
に
な
り
、
ど
ん

な
と
き
も
寄
り
添
え
る
保
育
士
に

な
り
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
人
と

の
関
わ
り
方
に
気
を
つ
け
、
身
近

な
小
さ
い
子
と
接
す
る
と
き
に

は
、
職
業
体
験
や
保
育
実
習
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
今
で
き

る
こ
と
を
積
み
重
ね
、
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

河津町の魅力って？

さと納税の推進も、返礼品を通

じて来町する人もいてファンの

増加に繋がります。個人的に

も YouTube で河津町での暮ら

しを紹介していて、視聴者が増

え、声をかけられる事も増えて

きました。移住者である私から

みても河津町はとても魅力的な

町で、人は温かく自然が豊富で

首都圏からも近いなど、良い所

がたくさんあります。先日神奈

川からの移住検討者を案内した

際には「川沿いを散歩していた

ときに沢山声を掛けられてとて

もうれしかった」と話していま

した。伝える魅力がある河津町

についてこれからも発信してい

きたいと思っています。

が移住してきてから早２年

３ヵ月。町の方の人情と豊

かな自然に囲まれてとても楽し

く暮らしておりこの町が好きな

ので、地域おこし協力隊卒業後

も河津町に出来るだけ長く住み

たいと思っております。しかし

昨今の人口減少によりこのまま

町に住み続けることが出来る

のかと不安にも思ってもいま

す。この問題は町民も痛感して

いると思いますが、人口減少が

進むと色々と不便になり住みづ

らくなってきてしまいます。最

近は河津町の魅力を伝えてファ

ンを増やす事が移住者増に繋が

るのではと考えその活動も行っ

ています。私の仕事であるふる

武田　洋平（43歳）
神奈川県横浜市出身。2023年５月、河津
町地域おこし協力隊に着任。主にふるさと
納税推進を担当。

河津町地域おこし協力隊通信

明日のために vol.7

https://www.facebook.com/
kawadu.kyouryokutai/

▲河津の魅力を発信中！

私

子どもと
関わる楽しさ

朝岡 奈央さん
あさおか　なお
地区　浜
河津中学校３年
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町立文化の家

図書館だより
https://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

９図書館カレンダー
September 2025

１ MON 休館日

２ TUE

３ WED 時
と

間
き

のはこぶね

４ THU はらぺこあおむしの会

５ FRI

６ SAT

７ SUN

８ MON 休館日

９ TUE

10 WED 時
と

間
き

のはこぶね

11 THU はらぺこあおむしの会

12 FRI

13 SAT

14 SUN シャボン玉ショー11：00〜

15 MON 休館日（敬老の日）

16 TUE 休館日（振替休館）

17 WED 時
と

間
き

のはこぶね

18 THU はらぺこあおむしの会 / ブックスタート13：00 〜

19 FRI

20 SAT 幼児のおはなし会

21 SUN

22 MON 休館日

23 TUE 休館日（秋分の日）

24 WED

25 THU

26 FRI

27 SAT

28 SUN

29 MON

30 TUE 休館日（館内整理）

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書） 著 者 名 出 版 社

古代エジプト全史 河合 望 / 著 雄山閣

あなたを閉じこめる
「ずるい言葉」 森山 至貴 / 著 WAVE 出版

作業療法士になるには  　濱口 豊太 / 編著 ぺりかん社

おとなの旅カフェ
森と水辺に訪ねるお店案内  ふじのくに倶楽部 / 著 メイツ出版

へびつかい座の見えない夜 砂村 かいり / 著 東京創元社

書　名（児童書） 著 者 名 出 版 社

九鬼嘉隆 加来 耕三 /
企画・構成・監修 ポプラ社

ビジュアル図鑑ドラゴン  健部 伸明 / 監修 カンゼン

バスケットボールジュニア選手のた
めのハンドリング実践上達バイブル

石杜 駿 / 著
小谷 究 / 著 メイツ出版

めざせ鉄道博士 !
日本全国鉄道路線地図 地理情報開発 / 編 永岡書店

さがして ! みつけて !
日本で旅あそび しんたに ともこ / 作 小学館

〈開館時間〉　９時〜18時　土・日は17時まで
〈休　館　日〉　月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館　☎︎34−1115

心ゆたかに生涯読書 敬老の日読書のすすめ2025

　「敬老の日読書のすすめ」は、「心ゆたかに生涯読書」を目標に中・

高年の方々に読書を楽しんでいただくために進めている運動です。「敬

老の日に薦める本」から抜粋し紹介します。

★バブリン先生のシャボン玉ショー★事前申込制

　たくさんのシャボン玉と巨大なシャボン玉に

大人も子供も大興奮‼シャボン玉の中に入っ

て、写真撮影もできます。（撮影各自）

【と　き】　９月14日（日）11：00 ～

【ところ】　文化の家図書館　生涯学習室

【申　込】　文化の家図書館

　　　　　（☎ 0558−34−1115）まで

　　　　　※小学生未満は保護者同伴でお願いします。

◆小学生向け…時
と

間
き

のはこぶね� （毎週水曜15：50〜16：20）
◆乳幼児向け…はらぺこあおむしの会�（毎週木曜10：30〜10：50）
◆幼 児 向 け…幼児のおはなし会�（第３土曜10：00〜10：30）

おはなし会

蔵
書
点
検

蔵
書
点
検

蔵書点検中は
おはなし会はお休みです

祖父母の品格� 坂東 眞理子 / 著 

森永卓郎流「生き抜く技術」� 森永 卓郎 / 著 

ゆふすげ � 美智子 / 著 
※ほかにも多数あります。

図書館日記 夏休み図書館
　小学生一日図書館員と中学生ボランティアが、図書館の仕事を体験

しました。本の貸出返却業務、本を棚に戻す仕事、おはなし会での読

み聞かせなど、様々な仕事を一生懸命頑張ってくれました。
▼一日図書館員 ▼中学生ボランティア

No.269
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かわづで子育て

か わ い く

■健康相談および母子健康手帳交付

と　き　９月16日（火）、10月８日（水）

13時30分〜15時30分

ところ　保健福祉センター

持ち物・妊娠届出書（病院で配付され

た場合は持参）

・個人番号カードまたは通知

カード

・通帳など振込先の分かるもの

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

☎0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより

■９月生まれお誕生日会

と　き　９月26日（金）

■臨時休館日

と　き　９月28日（日）

■育児相談

と　き　10 月10 日（金）

　　　　10時〜11時30分

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食や子どもの

食事に関する相談、育児相談

持ち物　母子健康手帳

問 かわづっこひろば�☎︎ 36−3175

かわづっこひろば９月イベント

今月のテーマ

お薬が多くて
困っていませんか？

健康増進課　☎34−1937

●
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は

□
薬
が
多
く
て
飲
む
の
が
つ
ら
い

□
何
の
薬
か
わ
か
ら
な
い

□
い
ろ
い
ろ
な
病
院
に
か
か
っ

て
い
て
、
副
作
用
や
飲
み
合
わ

せ
が
心
配

□
飲
め
て
い
な
い
薬
が
あ
る
け

ど
、
医
師
・
薬
剤
師
に
言
え
て

い
な
い

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
単
に
薬
の
数
が

多
い
こ
と
で
は
な
く
、
多
く
の

薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に
、副

作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん

と
薬
を
飲
め
な
く
な
っ
て
い
る

状
態
を「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

と
い
い
ま
す
。
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
は
、
多
く
の
病
気
に
よ
り

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
で
、
処
方
さ
れ
る
薬
が
増

え
た
り
、
同
じ
成
分
の
処
方
が

多
く
存
在
す
る
こ
と
な
ど
で
生

じ
ま
す
。
概
ね
６
種
類
以
上
の

薬
剤
を
服
用
し
て
い
る
場
合
、

有
害
事
象
の
リ
ス
ク
が
増
加
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 子育て家庭の経済的な
負担の軽減やインフルエ
ンザ発症及び重症化の軽
減ために、町では予防接
種の費用の一部を助成し
ています。
問 健康増進課

☎34−1937

こどもインフルエンザ

●
副
作
用
の
種
類

　

ふ
ら
つ
き
・
頭
痛
・
物
忘
れ
・

う
つ
っ
ぽ
い
・
食
欲
不
振
・
便

秘
・
下
痢
・
頭
が
混
乱
す
る 

等

●
対
策

①
お
薬
手
帳
を
持
参
し
ま
し
ょ

う
　

お
薬
手
帳
は
、
服
薬
中
の
薬

や
服
薬
歴
が
わ
か
る
大
切
な
情

報
で
す
。
医
療
機
関
や
薬
局
に

行
く
際
は
、必
ず
持
参
し
ま
し
ょ

う
。

②
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
、
同
じ

作
用
の
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
な

い
か
な
ど
を
確
認
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
薬
を
飲
ん

で
い
て
体
調
に
変
化
を
感
じ
た

ら
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

任意予防接種費用助成事業
▶対　象　者　生後６か月～高校３年生相当

▶助　成　額　接種に係る費用に対して１人につき上限2,000円

※他の補助・助成を受けた場合は、その額を除いた

接種経費を対象とする。

▶助成方法　接種後に健康増進課窓口にて申請していただき、後

日償還払い。

▶持　ち　物　・インフルエンザ予防接種の領収書、明細書

・接種記録が確認できる母子健康手帳又は予防接種

済証の写し

・振込先口座の情報が分かるようなもの（通帳もし

くはキャッシュカード）
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町政 Pick Up
Kawazu Townあ

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

10
月
26
日（
日
）
開
催　

第
10
回
河
津
フ
ラ
ワ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
「
第
10
回
河
津
フ
ラ
ワ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
」
を
、
10
月
26
日（
日
）に
開
催

し
ま
す
。

　

競
技
中
は
コ
ー
ス
周
辺
の
道
路
の
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
大
会
で
の
活
躍
を

酒
井
聖
夜
さ
ん
全
国
大
会
出
場
報
告

　

河
津
中
学
校
２
年
の
酒
井
聖の

え
る夜

さ
ん

は
、
７
月
19
日
・
20
日
に
開
催
さ
れ
た
陸

上
の
中
体
連
県
大
会
を
兼
ね
た
全
日
本
中

学
校
通
信
陸
上
競
技
静
岡
大
会
で
、
女
子

２
年
１
０
０
ｍ
と
共
通
２
０
０
ｍ
で
優
勝

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
全
国
標
準
記
録
を

突
破
し
、
東
海
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
７
月
25
日
に
岸
重
宏
町
長

を
表
敬
訪
問
す
る
と
、「
全
国
で
は
ト
ッ

プ
16
を
目
指
し
て
、
来
年
に
も
つ
な
が
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

▲全国大会出場へ向けて抱負を報告

河
津
桜
ま
つ
り
２
月
７
日
か
ら
開
催

河
津
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

河
津
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
８
月

８
日
に
今
年
度
最
初
の
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
来
年
開
催
す
る
第

36
回
河
津
桜
ま
つ
り
の
日
程
や
、
収
支
改

善
を
図
る
方
針
な
ど
、
河
津
桜
ま
つ
り
の

開
催
に
向
け
て
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
の
開
花
状
況
を
参
考
に
河

津
桜
ま
つ
り
の
開
催
期
間
は
２
月
７
日

か
ら
３
月
８
日
ま
で
の
計
30
日
間
と
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
関
圭
宏
実
行
委
員
長
は

「
河
津
桜
発
祥
の
地
の
河
津
に
来
て
、
桜

と
温
泉
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

▲第36回河津桜まつりに向けて話し合う一同

※交通規制の区間や時間などの詳細は、回覧や公式ホームページ（https://kawazutriathlon.com/）でお知らせします。

【主催】河津フラワートライアスロン実行委員会　　【問い合わせ】企画調整課　☎34−1924

コース
（予定）

■
開
催
日
時

　

令
和
７
年
10
月
26
日（
日
）

　

９
時
～
河
津
浜
海
岸
ス
タ
ー
ト

■
競
技
内
容

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

　
（
ス
イ
ム　

1.5
㎞
／
バ
イ
ク　

40
㎞

　

／
ラ
ン
10
㎞　
【
合
計
】
51
・
５
㎞
）

■
参
加
人
数
（
予
定
）

　

個
人
の
部　

３
０
０
名

　

リ
レ
ー
の
部　

50
組

■
区
間
／
時
間
（
予
定
）　

①
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
１
～
館
橋

　

７
時
～
11
時
30
分
ご
ろ
ま
で

②
河
津
駅
北
口
付
近
～
峰
大
橋
交
差
点

　

９
時
～
12
時
30
分
ご
ろ
ま
で

※
規
制
中
は
車
両
の
通
り
抜
け
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
迂
回
等　

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
概
要

交
通
規
制
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広報かわづ配信中

ふじミューサテライトミュージアム
　ふじのくに地球環境史ミュージアム

は、2016 年に開館した全国初の地球環

境史の博物館です。令和７年度は、サ

テライトミュージアム第１弾として伊

豆を会場に地域イベントを実施します。

と　き　９月11日（木）～29日（月）

　　　　９時～17時

ところ　開国下田みなと２階特別展示室

入館料　無料

問 ふじのくに地球環境史ミュージアム

　 企画総務課�☎054−260−7111

　高齢者等のデジタル活用の不安解消

に向けて、スマートフォンの基本機能

や、インターネットの使い方等を学ぶ

無料教室を開催します。

と　き　９月16日（火）～１月23日（金）

　　　　全13日39回開催

ところ　河津町役場他

定　員　１回１時間当たり最大10人

　　　　（何回でも受講可）　　　

持ち物　スマートフォン等

申　込　電話又は申込

　　　　フォームからお願いします。

問 企画調整課� ☎34−1924

無料スマホ教室開催

　伊豆湘南道路は、神奈川県西部と静

岡県東部を結ぶ道路構想で、神奈川・静

岡両県は、計画の具体化に向けた検討

を進めています。先月、無作為に抽出し

た町民の方を対象に、アンケートを送

付しましたので、まだご回答いただけ

ていない方はご協力をお願いします。

回答期限　10月22日（水）

方　　法　返信ハガキま

たは回答フォームからお

答えください。アンケー

ト対象外の方も回答いた

だけます。

問 静岡県道路企画課

� ☎054−221−3203

伊豆湘南道路アンケート調査

　令和７年９月から10月にかけて「令

和７年国勢調査」を実施します。調査

期間中は国勢調査員が各世帯を訪問し、

調査のご案内をさせていただきます。

なお、10月中旬になっても調査員が訪

問していない場合は、お手数ですが企

画調整課までご連絡ください。

調査へのご理解とご協力をお願いします。

問 企画調整課� ☎34−1924

国勢調査を実施します
　救急車の出動件数が増加しています。

　救急車を要請するか迷った場合や相

談は「救急電話安心相談窓口♯７１１

９」をご利用ください。

救急車の適正利用にご協

力をお願いします。

問 下田消防本部警防課�☎22−1859

９月９日は「救急の日」

今月の納税
後期高齢者医療保険料２期
９月30日（火）が納期です。
問 健康増進課　☎34−1937

国民健康保険税３期
９月30日（火）が納期です。
問 町民生活課　☎34−1928

　都市計画の変更に関する案に町民の

皆さまの意見を反映するため、都市計

画の案を縦覧します。

と　き　10月７日（火）～22日（水）　　　

　　　　平日８時15分～17時

ところ　静岡県ホームぺージ及び都市　

　　　　計画課窓口、役場建設課

内　容　都市計画区域の

整備、開発及び保全の方

針の変更意見書計画案に

意見のある人は意見書を

提出することができます。

（郵送もしくは持参）

問 静岡県都市計画課

� ☎054−221−3062　　

　 建設課� ☎34−1952

都市計画案を縦覧します

　救急要請された方のマイナ保険証か

ら掛かりつけ病院、既往歴、服用薬等

の情報を救急隊が閲覧することで病院

選定や医師への引き継

ぎなど、円滑な救急活

動を行うために全国の

消防本部が総務省消防

庁の実証事業として実

施するものです。

開始日　10月１日（水）

問 下田消防本部警防課�☎22−1859

マイナ救急が始まります

▲アンケート
回答フォーム

▲県ホーム
　ぺージ

観光に関する住民満足度調査
　（一社）美しい伊豆創造センターでは

伊豆地域の住民の皆さまが観光客の受

け入れに対して持つ思いを調査するた

め、アンケートを実施します。

　回答フォームより回答

してください。より良い

観光地域づくりを目指す

ために、皆さまのご協力

をお願いします。

期　間　10月１日（水）～11月30日（日）

問 （一社）美しい伊豆創造センター　　　 

☎0558−72−0280

▲回答フォーム

しずおか遺産スタンプラリー
　「しずおか遺産」の構成文化財など、

県内120カ所以上を対象にしたデジ

タルスタンプラリーを開催します。

と　き　10月１日（水）～12月31日（水）

ところ　河津七滝（初景滝「踊り子と

　　　　私」ブロンズ像）ほか

対　象　県公式観光アプリ「TIPS」ユー

ザー

内　容　５つ以上スタンプを集めて応

募すると、抽選で20名に景

品が当たります。

その他　詳細は QR コー

　　　　ドからご確認く

　　　　ださい。

問 しずおか遺産活用推進実行委員会事務局

☎054−221−2554

� FAX 054−250−2784

▲詳細はこちら

▲救急相談窓口

事業に関する情報
は特設サイトでも
ご覧いただけます
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暮らしの情報 information

（８月１日現在）

人　口 6,256 人 前月比 （−11）

（男） 3,023 人

（女） 3,233 人

世帯数 3,223 世帯 前月比 （−6）

（７月１日〜31日届出）

  戸籍だより

  ひとの動き

  人口と世帯

身近なこと生活相談へ
と　き　10月１日（水） 10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

  相　談

※このコーナーに掲載を希望しない場合は、
お申し出ください。

　介護に関するお問い合わせ、相談を

受け付けています。

と　き　月曜日～金曜日

　　　　９時～16時　随時受付

ところ　サンシニア河津　相談室

問 サンシニア河津� ☎32−3203

介護相談

と　き　９月10日（水） 

　　　　介護相談　10時～12時

　　　　法律相談　13時～15時

ところ　かわづっこひろば

法律相談は事前に予約してください。

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

介護・法律相談

  お知らせ

と　き　10月１日（水） 10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 町民生活課窓口係� ☎34−1932

人権・行政相談

と　き　９月17日（水）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　静岡市駿河区役所

内　容　保 育 職 の た め の ミ ニ セ ミ

ナー、保育施設説明会、就職

相談

申　込　当日直接会場へお越しください。

問 しずおか保育士・保育所支援センター

☎054−271−2110

保育出張相談会

　町は、河津町文化協会員の作品を町

内外からの来客が多く訪れる町長室で

展示しています。

　季節に合わせて会員の作品を２カ月

ごとに展示を

行い、８月～

９月は後藤ふ

じ子さんの写

真「アロエの

爪木崎」が展

示されていま

す。

問 総務課� ☎34−1913

町長室展示作品が変わりました

障害者のための就労相談会

　障害のある人の就職や生活面の相談、

障害のある人たちを雇用する事業主な

どの相談に応じます。事前に予約して

ください。

と　き　９月16日（火）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　保健福祉センター

問 賀茂障害者就業・生活支援センター「わ」　

☎22−5715

　三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や年金の請求、各種書類

の提出などを受け付けます。ぜひご利

用ください。電話予約が必要です。

と　き　10月２日（木） 

　　　　11時～12時、13時～16時

ところ　下田市役所（要予約）

問 下田市役所市民保健課

� ☎22−3922

日本年金機構出張相談

９月、10月は行政相談月間です

　行政に対する要望や意見等を聞

き、解決に向けて促進を図ります。

ぜひ相談窓口をご利用ください。
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河
津
七
滝
に
サ
ウ
ナ
拠
点
「
ナ
ナ

ダ
ル
サ
ウ
ナ
」
を
構
え
る
株
式
会
社

H
u
b
e
r
．
の
前
田
達
哉
さ
ん
。
新

緑
が
美
し
い
七
滝
で
の
サ
ウ
ナ
は
、
観

光
客
の
旅
の
目
的
に
も
な
る
特
別
な
体

験
で
す
。

　

大
阪
出
身
の
前
田
さ
ん
が
河
津
に
関

わ
る
き
っ
か
け
は
、
伊
豆
今
井
浜
東
急

ホ
テ
ル
で
の
冬
場
利
用
さ
れ
て
い
な
い

プ
ー
ル
を
サ
ウ
ナ
後
の
水
風
呂
と
し
て

使
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
現
在
は
拠
点
を

七
滝
に
移
し
、
自
社
サ
ウ
ナ
カ
ー
で
清

流
を
水
風
呂
に
し
た
贅
沢
な
体
験
を
、

多
く
の
お
客
様
に
届
け
て
い
ま
す
。
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
仕
事
面

で
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
町
内
を
ツ
ー
リ

ン
グ
す
る
な
ど
河
津
を
全
身
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
今
年
で
10
回
目
の
開
催
に

な
る
河
津
フ
ラ
ワ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
で
は
選
手
が
海
で
冷
え
た
体
を
温

め
る
た
め
の
サ
ウ
ナ
出
店
の
協
力
や
、

町
観
光
協
会
と
協
力
し
て
、
観
光
客
の

誘
客
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
積
極
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
前
田
さ
ん
は
、「
サ
ウ
ナ
に

来
る
お
客
さ
ん
は
、
地
方
に
没
入
す
る

体
験
を
求
め
て
い
る
。
河
津
の
ま
だ
気

づ
い
て
い
な
い
魅
力
や
価
値
を
見
出
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
は

自
分
が
体
験
し
て
楽
し
む
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
、
河
津
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

サ
ウ
ナ
を
通
し
て
河
津
の
魅
力
発
信

姉妹都市 長野県白馬村通信

株式会社 H
ハ バ ー

uber.

前田  達哉さん
まえだ　たつや

下田市　31歳　

大阪府出身。河津七滝を拠点に移動式

サウナを町内外に展開。町内の資源を

活用し、若者が楽しめるアクティビティ

を探求中。

▲移動可能なバンサウナ

編
集
後
記 まちづくり村民

ワークショップを開催

　

残
暑
が
厳
し
い
毎
日
が
続
い
て

い
ま
す
ね
。
今
月
号
は
、
夏
休
み

な
ら
で
は
の
行
事
を
多
く
取
材
さ

せ
て
も
ら
い
、
に
ぎ
や
か
な
皆
さ

ん
の
声
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
汗
を
光
ら
せ
る
姿

に
、
夏
な
ら
で
は
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
分
け
て
も
ら
っ
た
気
分
で
す
。

外
に
出
る
だ
け
で
も
汗
が
に
じ
む

よ
う
な
暑
さ
で
し
た
が
、
私
は
大

好
き
な
ス
イ
カ
の
甘
さ
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
体
調
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
あ
と
少
し
の

夏
を
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。�

（
a
）

『増やしたいもの』『変わらずにあたってほしいもの』『減らした

いもの』をワークショップを通じて確認する、貴重な対話の機会

となりました。

【
取
材
】
森
野 

ゆ
か
り
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

▲ワークショップの様子

　７月30日にこれから 10

年の白馬村をつくる『まち

づくり村民ワークショッ

プ』を開催しました。

　昼・夜合わせて約60人

にご参加いただき、『白馬

村第６次総合計画・総合戦

略』の策定に向けて、白馬

村の将来像を考えました。

白馬村の10年後に向けて、


